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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第１四半期連結
累計期間

第55期
第１四半期連結
累計期間

第54期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年６月30日

自2022年４月１日
至2022年６月30日

自2021年４月１日
至2022年３月31日

売上高 （千円） 10,707,217 10,210,932 42,526,149

経常利益 （千円） 775,283 546,360 2,898,184

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 508,397 345,495 1,872,869

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 567,061 486,792 1,857,242

純資産額 （千円） 18,085,046 19,494,942 19,367,765

総資産額 （千円） 35,106,642 36,291,955 35,093,983

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 47.51 32.29 175.02

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） (－) (－) (－)

自己資本比率 （％） 51.5 53.7 55.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1)財政状態及び経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の対策がすすみ、社会経済活動の

制限が緩和される動きがありましたが、いまだ収束の気配が見えない状況にあり、またウクライナ情勢等に伴う、

エネルギー価格や物価の高騰、原材料の供給制約、為替相場の変動など様々な要因により、景気は不透明な状況が

続いております。

　設備工事業界においては、公共投資は底堅い動きがあり、民間設備投資も持ち直しの動きが見られました。しか

しながら、新型コロナウイルス感染症の影響や国際情勢により先行きが不透明な状況等から、お客様の投資判断は

慎重な動きとなり、受注・価格競争は厳しい状況で推移しております。

　このような状況下で、当社グループはお客様のニーズに合った設備の提案を積極的に行い、受注の確保・拡大に

努めてまいりました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

ａ.財政状態

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,197百万円増加し、36,291百万円となり

ました。

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,070百万円増加し、16,797百万円となり

ました。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ127百万円増加し、19,494百万円となり

ました。

ｂ.経営成績

　受注高は、当社グループの主要顧客である化学業界において半導体関連の大型プラント建設工事、定期修繕工事

等を中心とした受注があり、当社グループ全体では前年同四半期を上回り、15,159百万円（前年同四半期比19.2%

増）となりました。売上高は、国内においては新型コロナウイルス感染症による施工環境への影響は少なく、工事

の進捗は概ね順調に推移しましたが、10,210百万円（同4.6%減）となりました。

　利益面につきましては、売上高の減少に加えて、低収益案件の完成計上等により売上総利益率が低下し、また、

販売費及び一般管理費が増加したこと等により、営業利益521百万円（同29.6%減）、経常利益546百万円（同29.5%

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益345百万円（同32.0%減）とそれぞれ前年同四半期を下回りました。

 

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

（設備工事事業）

　民間プラント・機械装置を主体としております産業プラント設備工事は、化学系プラントの建設工事を中心とした

受注があり、受注高は前年同四半期を上回りました。売上高は、工事の進捗が概ね順調であり前年同四半期並みとな

りました。

　民間プラント保全工事を主体としております設備保全工事は、工場設備の定期修繕工事を中心とした受注が堅調で

あり、受注高、売上高とも前年同四半期を上回りました。

　電気計装工事は、産業プラント設備工事部門とのジョイントによる、プラント建設工事を中心とした受注があり、

受注高は前年同四半期を上回りました。売上高は、当四半期以降に進捗が予定されている工事も多数あり、前年同四

半期を下回りました。

　送電工事は、電力会社の設備保守等の受注は堅調でありましたが、受注高、売上高とも前年同四半期を下回りまし

た。

　管工事は、民間設備工事において、前年同四半期のような大型の受注がなく、受注高は前年同四半期を下回りまし

た。売上高は前年同四半期を上回りました。

　この結果、設備工事事業全体では受注高14,829百万円（同19.8%増）、売上高9,901百万円（同4.6%減）となり、セ

グメント利益787百万円（同5.6%減）となりました。
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（表面処理事業）

　タイ国で事業展開しております表面処理事業は、ＨＤＤ向け表面処理は低下傾向にあり、自動車部品の表面処理は

停滞しているなか、受注高276百万円（同0.8%増）、売上高276百万円（同0.8%増）と前年同四半期並みとなったもの

の、原材料や燃料価格の上昇等により、セグメント損失4百万円（前年同四半期は120百万円のセグメント利益）とな

りました。

（その他）

　鋳造用工業炉は、受注高53百万円（同18.4%減）、売上高32百万円（同36.4%減）、セグメント利益0百万円（前年

同四半期は1百万円のセグメント損失）となりました。
 
(2)財政状態及び経営成績の分析

①財政状態の分析

（総資産）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は36,291百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,197百万円増加しまし

た。

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は26,536百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,266百

万円増加しました。主に受取手形・完成工事未収入金等、電子記録債権の増加によるものであります。

（固定資産）

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は9,755百万円となり、前連結会計年度末に比べ68百万円

減少しました。

（流動負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は15,025百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,184百

万円増加しました。主に短期借入金、未成工事受入金の増加によるものであります。

（固定負債）

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は1,771百万円となり、前連結会計年度末に比べ113百万円

減少しました。主に長期借入金の減少によるものです。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は19,494百万円となり、前連結会計年度末に比べ127百万円

増加しました。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の55.2％から53.7％となりました。

 

②経営成績の分析

　①売上高

　　当第１四半期連結累計期間の売上高は10,210百万円（前年同四半期比4.6%減）となりました。

　②売上総利益

　　当第１四半期連結累計期間の売上総利益は1,588百万円（同8.8%減）となりました。

　　売上総利益率は前年同四半期を下回り15.6%（前年同四半期は16.3%）となりました。

　③販売費及び一般管理費

　　当第１四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費は、1,066百万円（前年同四半期比6.7%増）となりました。

　　主な費用は従業員給料手当及び賞与引当金繰入額であります。

 ④営業外損益

　　当第１四半期連結累計期間の営業外損益（純額）は25百万円の収益（同27.3%減）となりました。

　⑤経常利益

　　当第１四半期連結累計期間の経常利益は546百万円（同29.5%減）となりました。

　⑥親会社株主に帰属する四半期純利益

　　当第１四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益は345百万円（同32.0%減）となりました。

　　１株当たり四半期純利益は32円29銭となりました。（前年同四半期の１株当たり四半期純利益は47円51銭）
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(3)経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4)優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、9,131千円であります。また、当第１

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　なお、連結子会社においては、研究開発活動は特段行っておりません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（2022年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年８月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,728,000 10,728,000
東京証券取引所

スタンダード市場

 

単元株式数100株

 

計 10,728,000 10,728,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　 該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増　
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 2022年４月１日～

2022年６月30日
－ 10,728,000 － 885,320 － 1,475,320

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2022年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

    2022年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 27,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,698,500 106,985 －

単元未満株式 普通株式 2,500 － －

発行済株式総数  10,728,000 － －

総株主の議決権  － 106,985 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,600株含まれております。また「議

決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数26個が含まれております。

②【自己株式等】

    2022年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

田辺工業株式会社
新潟県上越市大字

福田20番地
27,000 － 27,000 0.25

計 － 27,000 － 27,000 0.25

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,124,250 3,354,660

受取手形・完成工事未収入金等 18,860,749 21,439,842

電子記録債権 501,066 951,245

未成工事支出金 61,240 65,132

その他の棚卸資産 511,544 525,053

その他 212,506 202,626

貸倒引当金 △1,882 △2,218

流動資産合計 25,269,475 26,536,343

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 7,318,792 7,348,947

機械、運搬具及び工具器具備品 5,190,539 5,404,313

土地 3,143,599 3,149,548

リース資産 361,671 361,606

建設仮勘定 193,064 214,777

減価償却累計額 △8,011,106 △8,294,833

有形固定資産合計 8,196,561 8,184,360

無形固定資産 372,156 346,665

投資その他の資産   

投資有価証券 423,477 396,024

繰延税金資産 726,267 724,705

その他 106,044 103,856

投資その他の資産合計 1,255,790 1,224,586

固定資産合計 9,824,507 9,755,611

資産合計 35,093,983 36,291,955
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 5,981,565 5,513,333

電子記録債務 2,504,510 2,994,412

短期借入金 500,000 ※ 1,000,000

リース債務 41,361 35,842

未払金 1,558,172 1,501,387

未払費用 687,789 417,507

未払法人税等 537,370 235,167

未成工事受入金 614,340 1,464,182

完成工事補償引当金 40,328 39,486

工事損失引当金 22,150 42,480

賞与引当金 1,230,395 1,627,295

役員賞与引当金 60,000 12,500

その他 63,232 141,786

流動負債合計 13,841,217 15,025,382

固定負債   

長期借入金 600,000 500,000

リース債務 45,205 38,622

長期未払金 130,000 130,000

退職給付に係る負債 1,109,794 1,103,007

固定負債合計 1,885,000 1,771,629

負債合計 15,726,217 16,797,012

純資産の部   

株主資本   

資本金 885,320 885,320

資本剰余金 1,475,320 1,475,320

利益剰余金 17,172,165 17,158,046

自己株式 △7,020 △7,020

株主資本合計 19,525,784 19,511,665

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 60,413 36,881

為替換算調整勘定 △15,680 137,185

退職給付に係る調整累計額 △202,752 △190,790

その他の包括利益累計額合計 △158,019 △16,722

純資産合計 19,367,765 19,494,942

負債純資産合計 35,093,983 36,291,955
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 10,707,217 10,210,932

売上原価 8,966,757 8,622,804

売上総利益 1,740,459 1,588,128

販売費及び一般管理費 999,668 1,066,847

営業利益 740,790 521,280

営業外収益   

受取利息 100 142

受取配当金 4,127 4,942

受取地代家賃 10,774 20,177

為替差益 3,373 1,936

その他 21,245 8,271

営業外収益合計 39,620 35,470

営業外費用   

支払利息 1,830 1,258

コミットメントフィー 2,444 2,756

支払補償費 － 6,327

その他 852 47

営業外費用合計 5,128 10,390

経常利益 775,283 546,360

特別利益   

固定資産売却益 54 300

特別利益合計 54 300

特別損失   

固定資産処分損 8,471 13,862

投資有価証券評価損 － 1,977

ゴルフ会員権評価損 1,500 －

特別損失合計 9,971 15,840

税金等調整前四半期純利益 765,366 530,820

法人税等 256,969 185,324

四半期純利益 508,397 345,495

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 508,397 345,495
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 508,397 345,495

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △14,693 △23,531

為替換算調整勘定 62,161 152,866

退職給付に係る調整額 11,196 11,962

その他の包括利益合計 58,664 141,296

四半期包括利益 567,061 486,792

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 567,061 486,792

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響）

前連結会計年度末の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定

について、重要な変更はありません。

なお、当感染症拡大による影響は不確定要素が多く、今後の感染拡大の状況によっては当社グループの財政状

態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　貸出コミットメント

　当社においては、運転資金の効率的な資金調達を行うため取引銀行３行と貸出コミットメント契約を締結し

ております。

　これら契約における貸出コミットメントに係る借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年６月30日）

貸出コミットメントの総額 5,000,000千円 5,000,000千円

借入実行残高 － 500,000

差引額 5,000,000 4,500,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費

（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
 

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年６月30日）

減価償却費 162,706千円 162,934千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

　配当金支払額

 
    （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日

定時株主総会
 普通株式 321,027 30.0 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

　配当金支払額

 
    （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月28日

定時株主総会
 普通株式 353,130 33.0 2022年３月31日 2022年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 設備工事事業 表面処理事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 10,381,419 274,013 10,655,433 51,784 10,707,217

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － － － －

計 10,381,419 274,013 10,655,433 51,784 10,707,217

セグメント利益又は損失（△） 833,744 120,581 954,325 △1,274 953,051

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである鋳造用工業炉事業等でありま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 954,325

「その他」の区分の利益 △1,274

全社費用（注） △212,260

四半期連結損益計算書の営業利益 740,790

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2022年４月１日 至2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 設備工事事業 表面処理事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 9,901,849 276,148 10,177,997 32,934 10,210,932

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － － － －

計 9,901,849 276,148 10,177,997 32,934 10,210,932

セグメント利益又は損失（△） 787,216 △4,129 783,087 697 783,785

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである鋳造用工業炉事業等でありま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 783,087

「その他」の区分の利益 697

全社費用（注） △262,504

四半期連結損益計算書の営業利益 521,280

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　　至　2021年６月30日）

 

   （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

設備工事事業 表面処理事業 計

産業プラント設備工事 4,959,344 － 4,959,344 － 4,959,344

設備保全工事 2,371,116 － 2,371,116 － 2,371,116

電気計装工事 2,446,835 － 2,446,835 － 2,446,835

送電工事 443,908 － 443,908 － 443,908

管工事 160,213 － 160,213 － 160,213

表面処理事業 － 274,013 274,013 － 274,013

その他 － － － 51,784 51,784

顧客との契約から生じ
る収益 10,381,419 274,013 10,655,433 51,784 10,707,217

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 10,381,419 274,013 10,655,433 51,784 10,707,217

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである鋳造用工業炉事業等でありま

す。

 

　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　　至　2022年６月30日）

 

   （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

設備工事事業 表面処理事業 計

産業プラント設備工事 4,955,836 － 4,955,836 － 4,955,836

設備保全工事 2,684,246 － 2,684,246 － 2,684,246

電気計装工事 1,717,228 － 1,717,228 － 1,717,228

送電工事 350,370 － 350,370 － 350,370

管工事 194,167 － 194,167 － 194,167

表面処理事業 － 276,148 276,148 － 276,148

その他 － － － 32,934 32,934

顧客との契約から生じ
る収益 9,901,849 276,148 10,177,997 32,934 10,210,932

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 9,901,849 276,148 10,177,997 32,934 10,210,932

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである鋳造用工業炉事業等でありま

す。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

１株当たり四半期純利益 47円51銭 32円29銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 508,397 345,495

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
508,397 345,495

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,700 10,700

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年８月10日

田辺工業株式会社

取締役会　御中
 

EY新日本有限責任監査法人

新潟事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 塚田　一誠

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　顕

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田辺工業株式

会社の２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（２０２２年４月１

日から２０２２年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（２０２２年４月１日から２０２２年６月３０日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田辺工業株式会社及び連結子会社の２０２２年６月３０日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績 ‍を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会‍の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会‍に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会‍に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

 

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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